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実 施 学 生：アートマネジメントゼミ４年（７名）、３年（３名）
図18　用意したしゃり（粘土の状態） 図19　チラシ
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【４】　実施当日の様子
　当日は10名の学生がワークショップ会場で参加者の支援を行った。昨年からのよりプログラム実
施の認知が高まったためか、昨年同様ワークショップ当日は開始前１時間ほど前からエントランス
に列が出来たため、職員が整理券を配布し、時間を30分ずつ区切り、会場に来てもらうように促し
た。会場では４回の入れ替え時間をもうけ、学生は交代で場所を変わり、参加者への声掛け、作り
方の説明などを行った。（図20、21、22）寿司屋のようにふるまうということから、参加者一人一
人に入り口でネタを選んでもらい、「へいらっしゃい！」、「まぐろいっちょう！」などと大きな声
を出して会場を盛り上げた。
　以下は学生が参加者と交流してワークショップの様子をまとめたものである。
○今回のワークショップでは、お寿司がテーマだったので、寿司屋の雰囲気を出すために、か
け声や衣装にもこだわった。来場者の方もかけ声を聞いて笑っていて、ワークショップのな
かにも少し非日常的な雰囲気を取り入れるのも面白いと思った。私自身も新鮮な気持ちで楽
しんで取り組むことができた。
○活動自体は、親子で一緒に作っている方が多い印象を受けた。受付で待っていると、親子で
お寿司の見本を見にきて、どう塗れば本物らしく見えるか、一緒に考えている様子が見ら
れ、子どもだけでなく親も真剣になれる内容になっていたのだと感じた。また、「何で作っ
たんですか？」「お家でも作れますか？」といった質問も多く、今後もやってみたい、と少
しでも思ってもらえたことを非常に嬉しく感じた。
○子どもも大人も簡単に楽しめる内容だったので、親子でいっしょに楽しめて、スムーズに作
れていたのも良かった。とくに親が子どもにアドバイスしながら塗っていたのが印象的だっ
た。また家で作りたいという人が何人もいたのも嬉しかった。作り終わったあとの筆や絵の
具の片付けも割としやく、よかったと思う。しかし、やはり見本を見ながら塗りたいという
人が多くいて、塗り方の説明をわかりやすくする上でも、テーブルに写真やサンプルがある
とよかったと感じた。また、最後に寿司のネタとシャリをくっつけるときに上手く合わな
かったり、皿に寿司を乗せるとネタが浮いてしまうといったことがあり、きれいに完成した
状態で持ち帰れなかった人が多かったと思うので、そこもあらかじめ考えて工夫できたらよ
かったと思う。
○沢山の方に来てもらえてとてもやりがいを感じた。整理券配布の段階で長蛇の列ができてお
り、上手く対応できるか心配だったが、美術館の方の協力もあって人数を区切っていたので
制作もスムーズにできたと思う。今回は入り口や寿司キットを渡す時の掛け声、学生の法被
やハチマキも雰囲気づくりの一つとして生きていたように感じた。思っていたよりも寿司の
種類が最後まで残っていたので良かったが、やはり巻きものが残ってしまったので、もう一
手間塗れたり作れたりする部分を作れば良かったのではないかと思う。老若男女問わず楽し
んでもらえていたので良かった。
○整理券配布の時間よりも早くに沢山の人が集まっていて、参加したいと思ってくれた人が多
いことを嬉しく思った。内容は子ども向けかと思ったけど、60代のご婦人から「老人会でも
やってみたい」とのお言葉をいただき、どの世代でも楽しめるワークショップになったよう
に思う。今回人数制限のせいで出来なかった人も多く、また家でやりたいという人もいたよ
うなので、自宅で出来るように手順や材料を書いた紙などを用意しておけば良かったかもし
れないと感じた。
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【５】　考察
　回を重ねるごとに学生によるワークショップが周知され、多くの来館者が足を運ぶようになっ
た。チラシを見て、ワークショップのみに参加しに来たという人も多く、美術館での教育普及プロ
グラムの魅力を伝えることが出来つつあるのではないかと感じる。今回は馴染みのある寿司を題材
に、だれでも気軽に色を付けることで、食品サンプルのような作品が仕上がる面白さに気づいても
らえたようである。また、この一つの作品から立体の面白さや他にも自身で寿司を作りたいという
意識が芽生えた人もいた。丁寧に時間をかけ、一つ一つネタを手作りしたことや、元気な声かけの
パフォーマンスをすることで、学生がプログラム開発に主体的に関わり、来館者と交流を深めるこ
とが出来たといえる。
Ⅳ　おわりに
　企画展にちなみ、学生が造形活動を行うプログラムを開発、実践してきた四年間の成果として以
下が挙げられる。
　一つ目に企画展に関わる普及事業の一つの可能性として、鑑賞者の表現欲求を刺激することに繋
がったことである。通常美術館では作品鑑賞のみを行う場合が多いが、作品を見ていくうちに、自
身も何か作ってみたいという意識が芽生えることもある。企画展にちなんだ造形プログラムを提示
することで、より作品を身近に感じることも出来、ものを作るという行為そのものの喜びを体験す
ることにも繋がる。鑑賞活動から創造的な表現への欲求を高め、二つの活動がより深化していくと
いえるのではないだろか。
　二つ目に事業を継続することでプログラムの周知が広がり、ワークショップに参加することを目
的に美術館に足を運ぶ人が増えたことである。本事業では参加者が多数のためアンケートを取るこ
とが困難であった。しかし、学生がサポートをしながら参加者と交流を図ることにより、どのよう
な目的で来館したのかが見えてきた。ここでは美術館が作品鑑賞の場だけではなく、様々な来館者
のニーズに対応することの出来る場として位置づけられてきたということになる。このことは、美
術館により気軽に親しみをもって足を運ぶきっかけになっているといえよう。
　このような成果は、いずれも一回のプログラム実施までに実践方法を練り、試作を重ね、戦略的
な広報14）を経ての結果である。これらが成立するにはプログラムの目的を明確にし、大学と美術
館職員との連携がスムーズに行われる必要がある。
　今後の課題としては、まず連携事業の継続が必須である。事業を定着させることで、周知が広が
る。同様に学生が主体だから可能となるオリジナリティーのあるプログラムの開発を行っていく必
要がある。そのためには美術館のみでなく様々な文化施設の教育普及事業も参照し、プログラムの
図20　受付の様子 図22　準備した絵具と粘土の寿司図21　個別にアドバイスを行なう
44（　 ） 群馬県立女子大学紀要　第38号
バリエーションを検討していかなければならない。それと同時に常に美術館の教育普及事業とは何
なのか、その目的を明確にし、プログラム開発のさらなる充実を図っていくことが挙げられる。
（謝辞） 本事業を進めるにあたって、群馬県立館林美術館長様、学芸員神尾玲子様、松下和美様、
熊谷ゆう子様、野澤広紀様、教育普及係齋藤由紀子様、早矢仕智陽様、また教育普及担当
職員の方々には大変お世話になりました。この場を借りて御礼申し上げます。
＊本研究は平成25～28年度群馬県立女子大学特定研究費「群馬県内の美術館における学生による教
育普及プログラムの開発と実践」を活用したものである。
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